
避難通路等の物品の有無（避難施設の維持管理）

避難時の安全性を確保することが目的です。

ガス器具のホースの劣化・損傷

ガスの漏えいを未然に防ぎましょう。

火気使用設備・器具の異常の有無

周囲が炭化していないか確認し、整理整頓しましょう。

電気器具の配線劣化・損傷

コードが亀裂・破損したものは使用しないでください。

吸い殻の処理

吸い殻は、水を入れたバケツなどに捨てましょう。

倉庫等の施錠確認

窓等も忘れずに施錠し、放火防止に努めましょう。

放火防止対策

建物の周囲などに可燃物を放置しないようにしましょう。

終業時の火気の確認

必ず確認し、消し忘れがないようにしましょう。

＜自主検査表で毎日チェック＞

自主検査

火災をおこさないためには、
普段から自主検査を行うことが必要です。
自主検査表を作成し、毎日、職場を
チェックしましょう。

※ 建物の状況に合わせた
検査項目で行ってください。

×

自主検査をして、不備に気
付くことができました。
この機会に、すぐ改修しま
しょう。

お問合せは、東京消防庁予防部防火管理課（03-3212-2111)又は最寄りの消防署まで


